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教科 学年家庭科 第　1　学年

3

家庭分野のガイダンス ○小学校家庭科の学習をふ
り返るとともに，３学年間の
学習内容の見通しをもつ。
○各内容と家族・家庭の基
本的な機能が関連している
ことに気づく。

・自分の成長と家族や家庭
生活との関わりについて理
解している。
・家族・家庭の基本的な機能
について理解している。
・家族や地域の人々と協力・

単元名 時数
知識・技能 思考・判断・表現

単元の到達目標（小単元のねらい）
主体的に学習に取り組む態度

単元のまとまりの評価規準

・家族とのかかわりについて
問題を見いだして課題を設
定している。

・家族とのかかわりについ
て，課題の解決に主体的に
取り組もうとしている。
・家族とのかかわりについ
て，課題解決に向けた一連
の活動を振り返って改善しよ

3
ことに気づく。
○自分の成長と家族や地域
の人びととのかかわりと自分
自身の理解を深める。
。○家庭での活動を考え，家
族・家庭の基本的な機能に
ついて理解する。

・家族や地域の人々と協力・
協働して家庭生活を営む必
要があることに気付いてい
る。

・衣服と社会生活との関わり
について理解している。

・衣服の選択について問題
を見いだして課題を設定して

・衣服の選択について，課題
の解決に主体的に取り組も

目的に応じた衣服の選択 ○衣服の社会生活上のはた
らきがわかる。

の活動を振り返って改善しよ
うとしている。

3

について理解している。
・目的に応じた着用について
理解している。
・個性を生かす着用について
理解している。
・衣服と社会生活との関わり
について理解している。

を見いだして課題を設定して
いる。

の解決に主体的に取り組も
うとしている。

らきがわかる。
○自分らしい着方を工夫す
ることができる。
○和服の文化に関心をも
ち，和服の着方を知る。

日常の手入れと保管 ○自分の衣服計画が立てら
れ既製服を選ぶポイントが

・衣服の材料や状態に応じ
た日常着の手入れについて

・日常着の手入れについて
問題を見いだして課題を設

・日常着の手入れについて，
課題の解決に主体的に取り

5

れ既製服を選ぶポイントが
わかる。
○衣服の状態に応じた手入
れの必要性がわかり，適切
な手入れができる。
○衣服の素材に合った洗剤
を選び，適切な量を使用でき
る
○衣服の傷みの状況に合わ

た日常着の手入れについて
理解している。
・衣服の材料や状態に応じ
た日常着の手入れについて
理解している。
・衣服の材料や状態に応じ
た日常着の手入れについて
理解しているとともに適切に
できる。

問題を見いだして課題を設
定している。
・日常着の手入れについて
解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを論
理的に表現している。

課題の解決に主体的に取り
組もうとしている。

・よりよい生活の実現に向け
て，日常着の手入れについ
て，生活を工夫し創造し，実
践しようとしている。

○衣服の傷みの状況に合わ
せた方法で補修ができる。
○衣服に合わせた方法でア
イロンかけや収納・保管を適
切に行うことができる。

できる。
・衣服の材料や状態に応じ
た日常着の手入れについて
理解しているとともに適切に
できる。
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生活を豊かに実践する物の ○布を用いて生活を豊かに ・製作する物に適した材料や ・資源や環境に配慮し，生活 ・よりよい生活の実現に向け

7

生活を豊かに実践する物の
製作

○布を用いて生活を豊かに
するものを考える。
○製作の計画を立て，手縫
いやミシン縫いで生活を豊
かにするものをつくる。
○今まで学習してきた「家
族・家庭生活」「衣食住の生
活」「消費生活・環境」の中か
らほかの内容とも関連させて

・製作する物に適した材料や
縫い方について理解してい
るとともに，用具を安全に取
り扱い，製作が適切にでき
る。
・これまでの学習を振り返
り，改善点や課題はないか
生活を見直す。

・資源や環境に配慮し，生活
を豊かにするための布を用
いた物の製作計画や製作に
ついて問題を見いだして課
題を設定し，解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考
察したことを論理的に表現し
ている
・自分や家族の衣生活や環

・よりよい生活の実現に向け
て，生活を豊かにするため
の布を用いた製作につい
て，課題の解決に主体的に
取り組んだり，振り返って改
善したりして，生活を工夫し
創造し，実践しようとしてい
る。
・よりよい生活の実現に向けらほかの内容とも関連させて

課題を設定して，課題解決
に向けて計画を立て実践で
きる。
○実践したことをまとめ，発
表し，よりよい生活にするた
めの新たな課題を見つけ次
の実践につなげられる。

・自分や家族の衣生活や環
境について問題を見いだし
て課題を設定し，解決策を構
想し，実践を評価・改善し，
考察したことを論理的に表現
するなどしている。

・よりよい生活の実現に向け
て，課題の解決に主体的に
取り組んだり，振り返って改
善したりして，生活を工夫し
創造し，実践しようとしてい
る。

持続可能な衣生活 ○資源や環境に配慮した衣
生活をおくるために工夫でき

・社会や環境に配慮した衣
生活について問題を見いだ

・よりよい衣生活を目指し
て，衣服の選択や手入れ，

1

生活をおくるために工夫でき
ることを考える。

生活について問題を見いだ
して課題を設定している。
・社会や環境に配慮した衣
生活について考え，工夫して
いる。

て，衣服の選択や手入れ，
製作などについて，工夫し創
造し，実践しようとしている。
・自立した消費者として，社
会や環境について，課題の
解決に主体的に取り組み，
工夫し創造し，実践しようとし
ている。

2

住まいのはたらきとここち ○住まいの基本的な役割に
ついて理解する。
○日本の伝統的な住まいの
特徴を知る。
○住まいの空間の使い方に
ついて理解する。
○さまざまな生活によって，

・住居の基本的な機能につ
いて理解している。
・家族の生活と住空間との関
わりが分かりについて理解し
ている。

・家族や地域の人々と協働
し，よりよい生活の実現に向
けて，住居の機能と安全な
住まい方について，課題の
解決に主体的に取り組んだ
り，振り返って改善したりし
て，生活を工夫し創造し，実

・住生活について問題を見い
だして課題を設定している。
・家族の安全を考えた住空
間の課題について，解決策
を構想し，実践を評価・改善
し，考察したことを論理的に
表現している。○さまざまな生活によって，

住まい方の工夫があることを
理解する。

て，生活を工夫し創造し，実
践しようとしている。

表現している。
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安全な住まいで安心な暮ら
し

○家庭内の事故の種類と，
その原因を知る。
○幼児や高齢者の安全を考
えた住まい方について工夫

・家庭内の事故の防ぎ方な
ど家族の安全を考えた住空
間の整え方について理解し
ている。

・住生活について問題を見い
だして課題を設定している。
・家族の安全を考えた住空
間の課題について，解決策

・家族や地域の人々と協働
し，よりよい生活の実現に向
けて，住居の機能と安全な
住まい方について，課題の

4

えた住まい方について工夫
する。
○地域さまざまな災害に備
えて，室内を安全に整備す
る必要とその方法について
理解する。

ている。
・自然災害への事故の防ぎ
方など家族の安全を考えた
住空間の整え方について理
解している。

間の課題について，解決策
を構想し，実践を評価・改善
し，考察したことを論理的に
表現している。

住まい方について，課題の
解決に主体的に取り組んだ
り，振り返って改善したりし
て，生活を工夫し創造し，実
践しようとしている。

持続可能な住生活 ○持続可能な社会の実現に
向けて，さまざまな住まいと

・社会や環境に配慮した住
生活について問題を見いだ

・自立した消費者として，社
会や環境について，課題の

1

3

向けて，さまざまな住まいと
住まい方の工夫があることを

知る。

生活について問題を見いだ
して課題を設定している。
・社会や環境に配慮した住
生活について考え工夫して
いる。

会や環境について，課題の
解決に主体的に取り組み，
工夫し創造し，実践しようとし
ている。

・商品（物資・サービス）の選
択と金銭管理について，課
題の解決に主体的に取り組
んだり，振り返って改善した
りして，生活を工夫し創造

家庭生活と消費 ○物資とサービスの特徴が
わかる。
○消費生活のしくみがわか
る。
○収支のバランスをはかり，

・物資・サービスについて理
解している。
・計画的な金銭管理の必要
性について理解している。

・物資・サービスの購入につ
いて問題を見いだして課題
を設定している。
・物資・サービスの購入につ
いて問題を見いだして課題3 りして，生活を工夫し創造

し，実践しようとしている。

購入・支払いと生活情報 ○店舗販売と無店舗販売の
特徴がわかる。
○売買契約について問題発
生の原因や予防方法を含

・購入方法や支払い方法の
特徴が分かり，計画的な金
銭管理の必要性について理
解している

・物資・サービスの購入につ
いて問題を見いだして課題
を設定し，解決策を構想して
いる。

・計画的な金銭管理につい
て，課題の解決に主体的に
取り組んだり，振り返って改
善したりして，生活を工夫し

○収支のバランスをはかり，
計画的に金銭管理する必要
があることがわかる。

いて問題を見いだして課題
を設定し，解決策を構想し，
実践を評価・改善し，考察し
たことを論理的に表現するな
どしている。

4

生の原因や予防方法を含
め，理解する。
○即時払い，前払い，後払
いの特徴を理解し，利点と問
題点を理解する。
○生活情報の収集や活用の
しかたを理解し，目的に合っ
た商品を選ぶことができる。

解している
・売買契約の仕組みについ
て理解している。
・支払い方法の特徴が分か
り，計画的な金銭管理の必
要性について理解している。
・物資・サービスの選択に必
要な情報の収集・整理が適
切にできる。

いる。
・物資・サービスの購入につ
いて，解決策を構想し，実践
を評価・改善し，考察したこと
を論理的に表現するなどして
いる。

善したりして，生活を工夫し
創造し，実践しようとしてい
る。

2

切にできる。

・消費者被害の対応につい
て，課題の解決に主体的に
取り組み，生活を工夫し創造
し，実践しようとしている。

消費者被害と自立 ○消費者被害の現状や背景
について理解し，予防の方
法がわかる。

・消費者被害の背景とその
対応について理解している。

・自立した消費者としての消
費行動について問題を見い
だして課題を設定している。
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